
学術研究，とりわけ科学技術分野の研究活動において，

学術情報のオープンアクセス化に向けた運動が近年活発

になっている。最近では，英国・ウェルカム財団，英国

下院科学技術委員会，米国国立衛生研究所などからオー

プンアクセスの推進に向けた調査報告書の発行が続いて

おり，この動きは注目に値する。

本号では，これらの機関が発行した報告書を中心に，

英米におけるオープンアクセスの動向を取り上げる。

はじめに

科学研究コミュニケーション，特に自然科学分野の

コミュニケーションにおいて，学術雑誌を通した知識

の頒布・蓄積の果たす役割は大きい。研究活動という

社会的営みを支える基盤的システムであるピアレビュー

も，もともとは学術雑誌への投稿論文の掲載可否を判

断するために生じたシステムであり (1)，ピアレビュー

が制度化された17世紀以降，研究活動の学術雑誌への

依存は非常に大きなものとなっている。

本稿では，学術雑誌の出版をめぐる今日的状況を概

観したうえで，その経済的な側面，特に新たなビジネ

スモデルについての整理を行う。

１．科学研究出版の現況

科学研究出版に関わる近年の動向として一般に言わ

れていることは，電子出版の普及と学術雑誌の価格高

騰であり，これらの２つの動きが，科学研究出版の新

たなビジネスモデルである後述の「オープンアクセス

出版」が出現した背景にある。学術雑誌の価格が高騰

し，大学図書館の予算では雑誌の購読を切りつめざる

を得なくなる，いわゆる「シリアルズ・クライシス

（Serials Crisis）」は，それにより「科学に再投資す

るための購読料は消え去り，よってその学協会，ひい

ては科学プロセス全体が弱体化する事態を引き起こす」

ものという指摘もあり(2)，科学研究コミュニケーショ

ンの根幹に関わる問題として認識されるようになって

きている。

一方，1990年代以降のインターネットの普及に伴い，

急速に増加していった雑誌の電子出版，つまり電子ジャー

ナルは，学術雑誌の価格高騰に関連して，２つの側面

を持つ。１つは，ビッグ・ディール（Big Deal）と

呼ばれる雑誌購読のパッケージ化の促進であり，結果

として図書館の購読誌の選択が制限されてしまうとい

う問題も指摘されている。もう１つは，シリアルズ・

クライシスに抗しうる出版形態を支えるメディアとし

ての側面である。以下に述べる「オープンアクセス運

動」は，インターネットを介した電子出版が基盤となっ

ている。

２．オープンアクセス運動

シリアルズ・クライシスに象徴されるように，科学

研究コミュニケーションが商業出版社の支配的な影響

下にある現状を変革するため，科学研究出版に適正な

競争を求めて，研究成果の生産者であり利用者である

研究者自身の手に，科学研究コミュニケーションを取

り戻そうとする様々な動きが，1990年代末から起きて

きている。その代表的な試みの１つがSPARC (3)であ

る。SPARCは，米国の研究図書館協会（ARL）によっ

て創設された組織であり，提携機関との協力による低

価格の代替誌の出版などを推進して成果をあげている

（CA1469参照）。

そして世紀が改まり，ここ数年，特に注目されてい

るのが，「オープンアクセス」という理念である。オー

プンアクセスとは，「インターネット上で自由に入手

でき，その際，いかなる読者に対しても，論文の閲覧，

ダウンロード，コピー，配布，印刷，検索，全文への

リンク付け，索引付け，データとしてソフトウェアに

転送すること，その他，合法的な用途で利用すること

を許可し，財政的，法的，技術的障壁を設けない」こ

とを意味するものとされる。オープンアクセスの上記

の定義は，2002年にOpen Society Institute (OSI)が

母体となって創設されたブダペスト・オープンアクセ

ス運動（Budapest Open Access Initiative：BOAI)(4)

によるものである。オープンアクセス運動を推進する

BOAIは，研究者のセルフアーカイビングとともに，

オープンアクセス雑誌の出版を推奨している。

BOAIの宣言以降も，2003年６月のBethesda State-

ment on Open Access Publishing(5)，同年10月のベ

ルリン宣言(6)（E144参照）および英国ウェルカム財団

（Wellcome Trust）の声明 (7)，同年12月の国際図書館

連盟（IFLA）の声明(8)（E185参照）など，オープン

アクセスを支援する動きは続いており，また，前述の

SPARCも支援運動に加わっている（E111参照）。

オープンアクセス雑誌の出版に積極的に取り組んで

いる組織として挙げられるのが，BioMed Central，

そしてPublic Library of Science (PLoS)である
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（CA1433，E046参照）。両者とも，雑誌購読者ではな

く，論文投稿者に課金することで成り立たせる，従来

とは異なるビジネスモデル（E237参照）を導入して

おり，利用者は，これらの組織が出版するオープンア

クセス雑誌を無料で閲覧することができる。この新し

いビジネスモデルは，科学研究の成果への自由なアク

セスの保障をもたらすものであるが，一方で，実現性・

継続性が疑問視されるなど，問題点の指摘も多い(9)。

３．科学研究出版の費用分析

既に述べたように，オープンアクセス出版が可能に

なった背景の１つに電子技術の発達がある。Openly

Informaticsが提供するeFirst XML(10)，サウサンプト

ン大学（University of Southampton）の開発によ

るEPrints(11)，英国のデジタル図書館プログラムeLib

（UK electronic Libraries Programme； CA1333

参照）の一環として始まったESPERE(12)， ICAAP

(International Consortium for the Advancement

of Academic Publications)のMyICAAP(13)，ノッティン

ガム大学（University of Nottingham）のSHERPA(14)

などのような，アーカイビング，出版プロセス電子化

のシステム・サービスが利用可能になっている。その

ような電子技術は，出版に要する時間を短縮するだけ

でなく，出版費用の削減により，出版マーケットへの

新規参入を（ある程度は）容易にするものである。

ウェルカム財団は，2004年４月発表の報告書『科学

研究出版の費用とビジネスモデル』（E196参照）で，

電子出版を前提としたうえで，購読料によって支える

伝統的なモデルと比較しつつ，著者への課金によって

支えるオープンアクセス出版という新しいビジネスモ

デルに関する分析を行っている(15)。その要点を以下に

紹介する。

・雑誌出版の費用の内訳は，固定費用として，論文の

選択・査読，校正，組版などに関わる編集費用，可

変費用として，用紙代や，流通，販売，マーケティ

ングなどに関わる費用，その他の間接費がある。

・電子ジャーナルの場合，用紙代や従来の流通費用の

代わりに，出版のための電子システムの維持費用が

かかるが，通常，印刷媒体の雑誌より若干安価であ

る。

・論文の著者が出版費用を負担するオープンアクセス

雑誌は，著者への課金の管理費用が固定費用に加わ

るが，購読管理，ライセンス交渉といったアクセス

管理のための可変費用はかからない。そのため，著

者負担の雑誌では，流通費用のほとんどは論文・雑

誌の発行部数により変化せず（限界費用が０に近く），

購読者負担の雑誌より総費用は低くすむ。

・１論文あたりのおよその出版費用を見積もると，図

のようになる。ここで，「質の高い雑誌」とは，採

択率が低く，質の高い論文が載る雑誌を，「中程度

の雑誌」とは，採択率が高く，中程度の論文が載る

雑誌を指す。

・総費用（質の高い雑誌の場合1,950USドル，中程度

の雑誌の場合1,025USドル）に対して，すべての論

文の投稿者に，採択されるか否かにかかわらず，査

読の費用として175USドル程度の投稿料を課し，採

択された論文の著者に，さらに250～750USドル程

度の出版料を課せば，オープンアクセス出版は持続

可能である。（質の高い雑誌の場合は採択率を８分

の１，中程度の雑誌の場合は採択率を２分の１とし

て算定。）

出版費用の点から見て，著者負担のオープンアクセ

ス出版は実行可能な選択肢であり，購読者負担の雑誌

の価格設定に重大な影響を与えうる。報告書は，オー

プンアクセス出版は研究者コミュニティに貢献しうる

ものと結論付けている。

おわりに

出版費用とともに，論文を投稿する研究者にとって

問題となるのが，業績としての評価である。前述の宣

言や声明でも，オープンアクセス雑誌の論文を適正に

評価すべきというような提言が盛り込まれている。研

究評価の原則から言えば，論文採択においてピアレビュー
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が適正に行われている限り，オープンアクセスか非オー

プンアクセスかを区別する理由はない(16)。研究者コミュ

ニティに与えるインパクトは，むしろ，アクセスを制

限しないオープンアクセス雑誌の方が，より大きいと

考えられる。実際に被引用回数を分析した結果，両者

にほとんど差はない，あるいはオープンアクセスの方

が，引用インパクトが大きいという報告もある(17)。

オープンアクセス出版が科学研究出版マーケットに

与えた「インパクト」を持続させるうえでは，やはり

経済的な側面の問題が大きいだろう。研究者にとって

投稿料の負担は必ずしも小さくないといった指摘も多

く(18)，研究機関・助成団体の協力，商業出版社との協

調など，多面的な取り組みが必要とされる。
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１．オープンアクセスの流れ

オープンアクセス（Open Access）の流れが加速し

ている。オープンアクセスとは，インターネットなど

を通して情報を誰にでも無料で利用可能にするという

理念であり，近年，欧米の学術コミュニティを中心に，

研究論文など学術情報をオープンアクセス化しようと

する動きが急速に広がりつつある。学術雑誌価格の高

騰によるいわゆるシリアルズ・クライシス（Serials
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